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と表わされるような展開された形で議論する方が実用的には取扱いやすい点も指摘 して
おきたい｡
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evolutionoperatorっまり適 (TS) operator を定めるokineticstageでみる物理鄭 ま分子間
力の有効距離qc,平均自由行程 ef,相互作用時間 Tc,平均自由時間 Tfによって qc≪
q卓二ef, Tc <≪ t≪ Tfで定められる空間 ･時間 q,tで記述され,scale変換 qc-
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0 1
が得られる｡kineticstageにおけるゆらぎについてもscale変換とscaleinvariantをそれに
適 したとり方をすれば,その従う方程式を同様の考え方によって求めることができる｡
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